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｢ゲートキーパー｣ とは､ 自殺の危険を示すサ

インに気づき､ 適切な対応 (悩んでいる人に気づ

き､ 声をかけ､ 話を聞いて､ 必要な支援につなげ､

見守る) を図ることができる人のことで､ 言わば

｢命の門番｣ とも位置付けられる人のことです｡����年からは､ ゲートキーパー養成もはじまり､
自殺対策としての支援が進んでいます｡ 私は､����年に看護学科のゼミ活動で自殺対策につい
て考える機会がありました｡ そこで､ 学生ととも

に ｢ゲートキーパー｣ について保健師さんから講

義をうけました｡ その講義の中で､ 自殺対策では､

悩んでいる人に寄り添い､ 関わりを通して ｢孤立・

孤独｣ を防ぎ､ 支援することが重要であることや､

１人でも多く人に､ ゲートキーパーとしての意識

を持っていただき､ 専門性の有無にかかわらず､

それぞれの立場でできることから進んで行動を起

こしていくことが自殺対策につながるということ

を学びました｡ その講義をうけて､ 学生と ｢自分

達には何ができるのか｣ ということを話し合いま

した｡ 学生からは､ ｢研修もうけていられないし､
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この号は､ 根本先生を講師にお呼びした宗教講

演会を覚え､ 生命や死､ 自死についての内容にし､

各先生方に原稿をお願いしました｡ この自死の問

題を考える場合､ この社会における ｢いのちの電

話｣ の活動に触れざるを得ません｡ 私自身､ 福岡､

愛媛､ 京都､ そして岐阜と､ ��年間､ ボランティ
ア相談員として､ 委員や役員として関わってきま

した｡ いのちの電話とは､ ｢訓練を受けたボラン

ティア相談員が自死をはじめ人生の危機にあるコー

ラー (電話のかけて) に電話を通して寄り添い､

その人が前向きに生きることができるようお手伝

いをする｣ 団体です｡ ����年宣教師の方を中心
に東京で始まりました｡ その後各地に開設され､

現在は全国に��のセンター､ 約����人のボラン
ティアが年間��万件以上の相談を受け､ 現在､
国の ｢自殺｣ 予防事業を委託されるようにもなっ

ています｡ この社会では､ 年間の自死者の数の�
万人以上が続き､ ｢自殺大国｣ であったのですが､����年から��年間､ �万人以上になり､ 国も多
くの人たちも危機感を強くしました｡ 経済構造を

はじめ様々な要因があると言われており､ 困難な

問題ですが､ 今回の根本先生はじめ､ 多くの方々

がその ｢防止｣ に取り組んでいます｡

いのちの電話に関わり､ 相談者と様々な研修か

ら教えられたことは､ ｢死にたい｣ 人は最後まで

迷っており､ 様々な事情で追い詰められ ｢死ぬこ

と｣ しか考えられなくなり､ 普通ではない心の状

態になっているということでした｡ それは ｢生き

たい｣ ということでもあるのです｡ いのちの電話

にかけてくるということは､ そういう気持ちがあ

るのです｡ ですから自死の予防は､ ｢悪い｣ こと

だからではなく､ 本人が ｢弱い｣ わけでもありま

せん｡ こう考えると､ 事故や病気に近いと言って

よいでしょう｡ そこで自殺というより自死と言っ

た方がいいと思うのです｡ また残された方々の苦

悩もあります｡ ある状況に追い詰められると多く

の人たちに起こりうることです｡ なぜ人間は死に

たくなったり､ 実行しようとするのか､ すべてが

明らかではありませんが､ 時代や社会の問題の反

映という面だけではなく､ 人間にとって永遠のテー

マでもあるのです｡ ですから様々な立場の人たち

が取り組むべき課題です｡ いのちの電話もその一

翼を担い､ 様々な制約や限界を抱えつつも､ 電話

の向こうの苦しみや悲しみに寄り添っています｡

岐阜の地でも��年前から活動しています｡ より
多くの人たちに相談員として関わっていただきた

いと願っています｡ また善意の寄付で成り立って

いる団体です｡ ご協力をお願いします｡ 学内には

ポスター等掲示しています｡ ご覧いただければと

思います｡
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私はこれまで精神科クリニックや地域において､

精神保健福祉士として精神疾患や精神障がいのあ

る方の就労支援・生活支援､ 相談支援事業などに

携わってきました｡ 自死・自殺については修士課

程のころにはすでに研究テーマの�つになってお
り､ 自殺対策関連の事業に関わらせていただいた

のは京都府の行う自殺予防の電話相談が初めてで

した｡ 当時日本の年間自殺者が�万人超えで高止
まり､ ��年を迎えた����年～����年にかけての
頃でした｡ その後もさまざまな形で自死・自殺に

関する事業を担いつつ､ また精神保健福祉士とし

て多様な状況にあるご本人とその家族､ 支援者の

方々と関わらせていただくことになりました｡

今回は私が精神保健福祉領域でさまざまな状況

の人と関わり過ごしてきたことを踏まえ､ コロナ

禍の今､ 自死・自殺について思うところを述べた

いと思います｡

まず､ 皆さんにとって自死・自殺は身近なもの

でしょうか｡ 精神保健福祉領域において対人援助

職である以上､ 関わる方が自ら命を絶つというこ
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地域の方々とそんなに接点ないし相談もしてこな

いだろう｡｣ ｢家族や友達の行動などの変化に気が

付くことぐらいはできるかな｡｣ と意見がでまし

た｡ するとある学生が､ ｢ 『自死』 を考える人の

心理について知ることが必要である｡｣ という意

見があり調べました｡ ｢自殺に追い込まれる人は､

一方で絶望感や無価値観といったネガティブな感

情に圧倒されて心理的な視野狭窄に陥り､ 自分か

ら助けを求められないことが多い｡ しかしその一

方では､ 本当は生きていたいという気持ちと自殺

をしてはいけないという気持ちも持っている｡

｢生きたい｣ と ｢死にたい｣ を行ったり来たり

をしてはいけないという気持ちも持っている｡

｢生きたい｣ と ｢死にたい｣ を行ったり来たり

している｡｣ ということを知りました｡ そこで､

学生が､ ｢ 『自死』 を考える人の話を傾聴するよ

うなゲートキーパー的なことができる機会が少な

いと思う｡ ｢生きたい｣ と ｢死にたい｣ と心が揺

れ動いている時に､ 相談できる窓口があることを

思い出していただき踏みとどまってくれればよい｡

まずは､ 悩んだら､ ゲートキーパーに話を聞いて

もらうことや､ 行政の相談窓口があることを伝え

るようなゲートキーパーの後方支援的な支援なら

できる｡｣ という結論に至りました｡ その後､ 学

生とゲートキーパーの後方支援活動を開始しまし

た｡ 活動内容として､ 健康イベントなどにブース

を出し､ ストレスチェックを行い､ その結果を参

加者にお伝えすると同時に､ ゲートキーパーにつ

いての内容と心の相談窓口の連絡先を記載した用

紙を配布するという形での啓蒙活動を�年間行い
ました｡ �時間くらいのイベントには､ ���名ぐ
らいの参加者がありました｡ ある日のイベント中､

｢この相談窓口の用紙､ ○○さんにあげるわー｡｣

と言われた参加者がいらっしゃいました｡ 学生は､

うれしそうに ｢先生､ ○○さんに届くといいね｡｣

と話し､ 活動の趣旨が伝わったことを実感できた

出来事となりました｡ この経験が､ このゼミ活動

に参加した学生の､ 看護活動に､ 人生に生かされ

ていくよいと思います｡

現在､ コロナ禍で､ コロナうつ病や､ 自殺者の

増加などを耳にするようになりました｡ 先の見え

ない苦しさに押しつぶされそうになり､ ｢生きた

い｣ ｢死にたい｣ の振り子が､ 大きく揺れ動いて

いる人が多くなっているかもしれません｡ そのよ

うな様子を察知したのなら､ ｢まずは､ 辛い気持

ちを話してみよう｡ そして相談窓口へつなげよう｡｣

というゲートキーパーの役割は､ 大きいに違いあ

りません｡ 以前のようなイベント活動も制限があ

る世の中となっているため以前のような活動はで

きません｡ しかし､ 私は､ 『自死』 を考える人を

減らすためにも､ 今､ 何ができるのかについて､

考え続けていこうと思っています｡
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とは避けて通れることではありません｡ ソーシャ

ルワーカーが患者や利用者を自死で亡くすという

経験やその影響については少しずつ研究がなされ

ていますが､ 多くは養成課程の中ではなく現場で

そのことを経験することになります｡ つまり､ 現

場において近しい人の自死・自殺に直面したのを

機にようやく､ そして急に ｢自分ごと｣ になると

いう経験をするように思います｡ このように､ 精

神保健福祉領域のソーシャルワーカーは患者や利

用者の死をもって対人援助職としてのアイデンティ

ティを少なからず揺さぶられる経験をそれぞれに

経ているという状況があるように思います｡

では､ ソーシャルワーカーは目の前にいる患者

や利用者の ｢死にたい｣ という言葉にどのように

向き合うことができるのでしょうか｡

精神保健福祉領域といっても状況は多岐に渡り

ますが､ どの状況であってもソーシャルワーカー

に ｢死にたい｣ 気持ちを吐露されたときの準備が

少なからずできているか､ または準備ができてい

なくても ｢はぐらかさずに受け止める｣ ことがで

きるかという部分は共通して大切であるように思

います｡ 自死・自殺が社会全体で取り組む課題と

なって久しい一方で ｢死にたい気持ちにどう寄り

添うか｣ など希死念慮､ 自殺念慮のある当事者へ

の介入についてはまだ十分な研修や教育が行われ

ているとはいえません｡

一方で､ その方が死にたいという言葉を発する

ことができたこと自体に意味があること､ そして

その気持ちは常に両価的であることへの理解は忘

れてほしくないものです｡ 死にたいと思うほどつ

らい状況にあることの吐露は同時に ｢でも状況が

変わるのであれば生きたい｣ という思いを含むこ

とが多く､ ｢死にたい､ でも生きたい｣ という両

価的な状態にあります｡ 自傷行為やアルコール､

薬物乱用等も含め自らを自分の手で傷つける傾向

が強い方やいわゆる自殺ハイリスク者がこのよう

な両価的な思いの中で常に揺らいでいることを理

解し､ そのゆらぎ続ける訴えにまず根気強く耳を

傾け続けることが必要になります｡ そして､ 一緒

にゆらぐことのできるソーシャルワーカーとして

の ｢しなやかさ｣ と ｢しぶとさ｣ を携えておくこ

とは必要ではないかと感じています｡ これは決し

てソーシャルワーカーに強くあることを強いてい

るのではありません｡ むしろ､ ｢死にたい｣ と言

われて動揺している自分を認識しながらも､ とも

に弱くあること､ ｢死にたい｣ ほどつらい状況を

否定せずに聴くことができる関係性であり続ける

ことが大事なのだと感じています｡

また､ 自死・自殺については ｢自殺念慮がある

こと｣ だけが問題なのではありません｡ ｢死にた

い｣ という言葉はその人にとってどのような背景

や要因が表現されたものなのかを理解しようと努

める姿勢が必要になります｡ しかし､ 死にたいと

思うほどに追い詰められた人の状況はそう簡単に

語られ､ 解きほぐすことのできるものではありま

せん｡ 遺族支援についても同様のことがいえると

思います｡ 大切な人を失う悲嘆は言葉にならない

ものが多く､ 語られないことで心身のバランスを

保っている場合も多くあるように感じます｡ この

ような場合､ その方にとって ｢語らない｣ ことが

どのような意味を持っているのかを理解しようと

努めることが大切なように感じます｡

今まさにコロナ禍で多くの方がさまざまに苦し

い状況にあり､ 経済状況の悪化や女性と子供の自

死・自殺や��の増加など極めて深刻な事態とい
えます｡ このような先行き不安な状況の中､ つら

い状況にある方々の訴えや語りを受け止めていく

のと同時に､ 声を上げることのできない方に対し

社会が､ そしてソーシャルワーカーがそれぞれの

場所で何ができるのか綺麗ごとではなく問い続け

ていきたいと思っています｡



現代人が抱え込みがちな特有の孤独感｡ 他人には見えない心の病｡ 増加の一方をたどる精神障害者｡

自死者数｡ 今や世界中で���億人を超えるうつ病｡ 日本においては���万人を超える精神疾患患者と世
界一多い精神病床数｡ 近年における増加率は非常に高く､ 特に若者における増加率はさらに高い｡

この異常なまでの精神障害者の増加率に対して､ 緊急な対策が必要であると､ 社会的コンセンサスが

とられている今､ 私たちにできる事は何なのであろう｡

近年､ 心理学や精神医学の進歩により､ 自己分析や脳の作用などが､ より明らかになった｡

それによって､ 対策や療法が進歩し､ 健常な状態に戻してくれる可能性も増えてきた｡

しかしながら､ 精神疾患患者数が増加の一方をたどるのは､ 心理学や医療はその後の患者の人生､ そ

の先の幸せに生きていく方法や導きについては､ 治療終了後はほとんど関わることがなく､ また同じよ

うな状況に後戻りしてしまうことが絶えないからだ｡

様々な環境や対人関係､ 思考の癖などからのトラブルや精神的なストレスにより､ 脳の機能などに障

害を受けてしまった方々が､ 治療や人的支援によって回復した後､ 環境を整えて価値観や生き方そのも

のを変えなければ､ また同じく逆戻りだ｡ と言うのである｡

いまだに根強く残る ｢精神病�異常者｣ という精神障害者への差別｡ 身も心も耐え難い経験と苦行を
重ね､ 社会や周囲と断絶されてしまった孤独｡

そこから､ なんとか乗り越えたとする｡ が､ 日々元気に生きていける方法は､ 誰が導いてくれるので

あろう｡ 回復後に間もない不安定な状態で独りで探し求めても､ 立ち戻った同じ環境で､ 果たして救い

の手は見つけられるのだろうか｡

私たち宗教者は､ その教えに導いて頂き､ その心を引き継ぎ､ 自他共に人間の精神性や身心の在り方

について実践を通じて､ 研究し探求してきた｡ 苦しみを取り除き､ 精神の安定を与えてくれる宗教的

な智慧と生活に帰依している｡ 悩みを抱える者が望むことは､ ｢今以上にストレスを増大させずに､ 過

去の執着や未来の不安にとらわれず､ 孤独と虚無感から解放してくれる真の意味での救い｣ で､ ｢いつ

も安心で自由で新鮮な心で居たい｣ のだ｡ 万人が望むところでもある｡

社会の仕組みが急速に変化し続けるこの困難極まりない現代において､ どう生き抜くか｡

｢歴史や宗教という裏打ちのある､ 普遍的な先人たちの英知にすがりたい｣ という切実な人々の思い

に､ 各分野の様々な特性や個性を活かし一団となって､ 一刻も早く具体的に答え､ 寄り添える場を広め

ていくべきではないだろうか｡

Ⅵ������ �������������������������������� ��� �� � � � � ��

����

� ��������� ��������������� �������� ��������������������



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


